
 日本原電東海第２原発の運転差止めを周辺住民ら２２４人が求めた訴訟の判決で、水戸地裁は１８日、原電に運転

の差し止めを命じた。裁判長は「東海第２原発は半径３０㌔の避難対象区域に９４万人が居住しているが、実現可能

な避難計画や計画を実行できる体制が整えられているとは言えず、防災体制は不十分」とした。そして「現行法で原

発周辺が人口密集地であっても実効的な避難計画が策定できるのか、疑問があると言わざるを得ない」と述べた。 

 柏崎刈羽原発の再稼働計画は白紙に 

 東電の柏崎刈羽原発の７号機は今年６月に再稼働が

準備されていたが、昨年９月に社員が他人のＩＤカードで

中央制御室に不正に入室したことが判明し、その後に中

央制御室の止水工事が実施されておらず、その他多くの

工事の不良と不実施が判明した。規制委は東電の不備

を「極めて深刻」と判断した。東電はその評価に意義がな

いことを１８日に表明した。東電がここまで酷く、規制庁の

検査、規制委の審査がデタラメであることを明らかにした。 

 福井県議会自民会派が「再稼働判断」見送り 

 杉本福井県知事が関電の「青森県むつ市の施設を共

同利用」との説明（むつ市は何度も否定している）をもっ

て「前提は満たした」と議会に再稼働の判断を提案した。 

 これに対して最大会派の自民会派は、「結論を出す材

料が揃っていない以上、判断は見送る」と述べた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｎｏ.２３９   ２０２１年３月２３日  

脱原発・放射能汚染を考える北摂の会 

nonukes.hokusetu@gmail.com 

 

大阪空襲７６年朝鮮人犠牲者追悼集会 （３月１３日）

「脱原発・放射能汚染を考える北摂の会」で検索いただくとバック No の閲覧とダウンロードが出来ます 

 大阪空襲から７６年たった３月１３日に大阪市北区で、

初めての朝鮮人の空襲犠牲者を追悼する集会が開か

れた。大阪では約１２００人の朝鮮半島出身の犠牲者

が推定されているのに、全体での追悼はされてこなか

った。今回「空資研」代表の横山篤夫さん達の呼びか

けで追悼会が開かれ、会場には約１５０名が参加した。 

 集会では献花と黙禱に続き、追悼の辞が述べられた。

追悼の中で「名前すら明らかにされない被害者、その

 福島原発事故の発生から１０年となり、太陽光や風力な

どの再生可能エネルギー量は世界で拡大している。欧州

連合（EU）２７か国の電力量に占める再生エネ比率は３

８％となり、化石燃料を上回った。ドイツや米カリフォルニア

東海第２原発運転差し止め判決（水戸地裁） 
実現可能な避難計画がない！人格権侵害の危険がある！ 

  脱脱原原発発・・放放射射能能汚汚染染をを考考ええるる  

 本名（民族名）での真の追悼をめざして 

 大阪空襲での死者は約１５０００人と言われ、大阪の戦

争資料館「ピースおおさか」の「刻の庭」には９１１７人が

記載されている。朝鮮人犠牲者は少数だけが「通名」（日

本名）で記されている。また記録に掲載されていない犠

牲者も多い。戦争末期の「創氏改名」によって民族名を

奪われ、戦前だけでなく戦後もそして現在も劣悪な労働

と、市民としての権利が蹂躙された結果である。 

 大阪空襲の全体を知り、犠牲者を追悼し、そして日本

の戦争責任を考える上で、日本帝国主義に国家を奪わ

れ、田畑を奪われ、民族の言葉を奪われ、個人の名前ま

でも奪われた朝鮮半島出身の犠牲者を本名での追悼を

実現することが不可欠である。それを通じて、日本の戦

争と侵略の歴史に対する反省としなければならない 

では４５％を超えている。

日本では２０２０年で２１．７ 

％となったが、ヨーロッパ諸

国が３０年に 57％、５０年

に 85％を目指すのと比べ

日本は大幅に遅れ、「周

回遅れ」の状態である。 

 自然エネルギー財団の事

業局長は、欧米諸国が再

生エネ技術の研究を進め

ているのに、「日本は実用

化が期待できない火力や

原発の新技術に多額の投

資を続けるべきでなく、再

生エネルギーに力を入れ

るべきだ」と指摘した。 

 広島高裁・佐賀地裁では不当な判決が続く 

 １２日に佐賀地裁は「玄海原発③④」の設置許可・運転

差し止め請求を棄却した。広島高裁の異議審は１８日に

「伊方原発の運転差止め処分」を取消す決定を出した。 

 判決では、避難経路の確立や

周知が不可欠にかかわらず、半

径３０㌔圏内の１４市町村中９市

町村が策定していないと指弾し

た。策定した５市町村や県の計画

も、緊急時の防護レベルに不備

があり人格権侵害の具体的危険

があると認めた。 

 原電は安全対策工事を２０２２年

末に終える予定。原電は県と東

海村以外に周辺５市にも「実質的

な事前了解権」をみとめている、 

3 

子孫の尊厳を回復する

ために、一刻も早い正確

な記録が求められます。

あなたたち朝鮮人の子孫

として、追悼の思いを捧

げ、今後の活動の意思

を固めたい」と述べた。 

 

追悼の辞 



 汚染水の海洋放出許すな／沿岸漁民協(長周新 3/3) 

 全国沿岸漁民連絡協議会は２月２２日、福島原発汚染

水の海洋放出について見解を発表した。現実的な処理

は大型タンクを設置し陸上保存し、放射能を減衰させ、新

しい処分方法を開発することなどを提起した。そしてトリチ

ウムが魚肉に取り込まれ「有機固定化トリチウム」になるこ

とを配慮し、化学的研究を進めることが必要と指摘した。 

 関経連等が原発の新増設・建替えを(大阪日日 3/6)

 西日本の６地域の経済連合会は３月９日に、政府エネ

ルギー計画を巡り、原発の新増設、建て替えの方針を早

期に明確化することを要求した。原発運転期間のさらなる

延長も訴えた。関電と原発関連業種の支配下の関経連

が中心に九州・四国・中国・中部・北陸が連名で発表した。 

 敦賀市、関電と原電との癒着は続く(朝日 3/8) 

 ３月８日の朝日新聞は、原電と関電が敦賀市に１５億円

の提供を行い、従来は寄付金であったが、今回は公文書

に記載されない「負担金」とした。原電の３つの原発はこ

の１０年間稼働しておらず、この負担金は電力会社から

の支援金である。こんな隠れた癒着はやめるべきである。 

 首相官邸前金曜デモ 397 回で休止へ(朝日 3/8) 

 ２０１２年３月に大飯原発の再 

稼働に反対して始まったデモ 

は同年６月１９日には２０万人が 

参加した。以後全国の行動の 

象徴として１０年間３９７回開催 

されてきた。今後は大きな動き 

があれば呼びかけるとのこと。 

 「賠償のためにも原発必要」東電社長(朝日 3/10) 

 福島原発事故から１０年、東電小早川社長が朝日新聞

のインタビューに応じた。その中で改めて謝罪をしたが、

同時に「経済性の確保を考えると、安全確保を前提に一

定量の原子力は活用していくべき」と述べた。そして柏崎

原発での不正入室・虚偽報告の問題については、根本

的原因を究明して、組織・企業文化を直すと語った。 

 関電役員損害賠償訴訟第 1 回口頭弁論(朝日 3/17)

 高浜町の元助役と関連企業から多額の金品を受け取

り、会社に被害を与え信用を失わせた関電の現旧役員１

６人に損害賠償を求める株主代表訴訟の第１回口頭弁

論が１６日に開かれた。原告の河合弁護士は「刑事事件

の捜査も進んでおり、民事訴訟でも追及する」と述べた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「戦争法」成立以降の 
日米軍事一体化と民衆の抵抗 

 戦後すぐに作成された映画「わが青春に悔いなし」を参考

に、京大滝川事件、ゾルゲ事件を振り返り、今日の日本学

術会議任命拒否問題を論議します。「アジアから問われる

日本の戦争」展 2021 のプレ企画として開催される。 

日時：３月２７日（土）1３:00  

会場：エルおおさか５階視聴覚室  講師：黒田伊彦     

主催：設置理念に則ったピースおおさかを取り戻す会 

「脱原発・放射能汚染を考える」 No239 （2021/3/23） 

3/19 大阪市は「条例」議決するな！市民行動 

辺野古基地建設の埋め立てに、沖縄戦犠牲者の遺骨が眠る土砂を使うな！ 
具志堅隆松さんのハンガーストライキに呼応して若者の反対闘争が進む！ 

 沖縄辺野古新基地建設のための埋め立て工事で、沖

縄本島南部で土砂が採取されていることに対し、遺骨収

集を続ける市民団体の代表具志堅隆松さんが反対し、

那覇市でハンガーストライキを３月１日から行った。 

 

 「戦争法」違憲訴訟の判決前集会 

日時：３月２８日（日）1３:00  

会場：エルおおさか南館５階ホール 

講師：半田 滋（東京新聞論説委員）     

主催：「戦争法」違憲訴訟の会 

 現地には沖縄戦参加者、遺族、そして若者たちが激励

に訪れ、同事業が沖縄戦犠牲者の尊厳を踏みにじる行

為であることを述べ、国の行為を厳しく批判した 

 シンポジウム／政府は戦没者の骨を基地建設に使うのか？ 

 １３日に元山仁士郎（辺野古県民投票代表）や西尾慧

吾さんなどが参加したオンラインシンポジウムが運動の

連帯と拡大を目指し開かれた。「戦没者の骨を埋め立て

に使う…本土のメディアが取り上げない」「沖縄だけでな

く、本土の人も声を上げないと」「戦争を起こしたのも、戦

後処理も日本全体の問題」「戦争体験の継承・人権意

識・民主主義の問題として学び、論議し連帯していく」。 

 沖縄本島南部では、米軍に追

い詰められた日本兵と住民が多

く犠牲となり、まだ遺骨が眠って

いる。このままでは遺骨が土砂と

ともに運ばれ、埋め立て工事に使

用される。日本政府に土砂採取

計画の断念を求めている。 

４月３日 ５年め突入集会 
日時：４月３日（土）1４:00 から 

    16：15 デモ出発です 

会場：豊中文化芸術センター 

講師：木村 真（豊中市議）     

主催：「森友学園」疑獄を 

許すな!実行委員会 

 大阪市役所前で、「一元化条例」に反対する市民５団

体の主催、おおさか総がかり行動委協賛で市民街宣行

動が行われた。市役所前にはのぼり旗と横断幕が林立

し、多くの市民にチラシを配布して訴えた。各団体から

「市民投票を無視するな」「公明党は維新の恫喝に負け

るな」「コロナ対策に全力を」などの発言が行われた。 

大阪・市民交流会 

官邸前行動 


